
広島大学における日本語教育の 

取り組みと課題について 

 

 

 

I. 日本語教師養成 

（日本語教育系コース） 

II. 留学生受け入れと指導 

（国際交流センター） 
 

 

 

 

 

 

 

第 2 回日本語教育推進会議 

平成 24 年 3 月 12 日（月） 15:00～18:00 

国立オリンピック記念青少年総合センター 

 

 

 

  



2 

 
 

I. 日本語教師養成の取り組みと課題 

―日本語教育系コース― 
http://home.hiroshima-u.ac.jp/nihongo/ 

 

1. 教員養成の取り組み 

1.1. プログラム概要 

広島大学では，日本語教員および学際的視野から国際社会に貢献出来る人材を養成す

ることを目的として 1986 年に日本語教育系コースの前身である「日本語教育学科」が

設立された。日本語教師養成課程としては，最も長い伝統を持つ大学の１つであり, 創

設以来の卒業生は約 700 人を有する。本プログラムは以下の 3点を到達目標とする。 

(1) 日本語教育に関連する知識を幅広く習得し，その研究能力も開発する 

(2) 日本語教育の優れた実践力を育成する 

(3) 国際的視野および学際的思考を修得し，日本語教育実践に役立てる 

 

学部においては，「日本語教員養成の新たな教育内容」に必要かつ十分に対応

したカリキュラム，すなわち，「日本語の教育」，「日本語学習の支援」，「言

語の構造」，「言語と行動」，「表現と文化」，「文化の理解」，の 6領域に関

する知識，能力，技能を体系的に履修し，理論・実践の両面を兼ね備えた自己研

修型日本語教師を養成する。さらに，国際交流にかかわる企業・諸団体などで活

躍する人材も養成する。 

大学院においては，より高度な教育・研究者を目指す人材を養成する。 

日本語教員養成課程としては全国の大学で最大規模のスタッフを揃えており，教

授・准教授・講師の専任教員 14 人に対して，学生定員が 35 人であり，学生一人

一人に目の届いた，きめ細かい指導を行っている。 
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1.3. 定員 

 

 学部 博士課程前期 博士課程後期 

1 学年 35 名 15 名 6 名 

総数 140 名 30 名 18 名 

 

 

1.4. 学生数（平成 22 年度から 18 年度） 

 

  H18 H19 H20 H21 H22 計 

学部生 145 156 152 146 153 752 

博士課程前期生 48 34 15 40 39 176 

博士課程後期生 21 28 36 32 29 146 

非正規学生（研究

生・国費留学生等） 
9 12 17 12 13 63 

計 223 230 220 230 234 1137 
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1.3.教育内容 
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1. 教員養成プログラムの課題 

1.1. プロフェッショナル・ディベロップメントが不十分 

 

日本語教師の国家資格がない 

大半がボランティア 

大学を卒業しても常勤の仕事がない 

常勤の給料が低い 

 

 

 

 

 学部卒業後，日本語教育関係で就職する学生は全体の 5%未満 

 過去 5 年間で国内で日本語教師の仕事を得た学生は 1 名のみ 

 日本語教師を目指すためには進学しなければならないが金銭

的に困難 

 修士を取得しても日本語教師として定職につけるのは 25%程

度（学部生全体の 2～3％） 

 

進学

14%

日本語教師

5%

国語・小学

校教員

18%

公務員

5%

一般企業

43%

その他

15%

図１. 学部卒業生進路（H18～22年）

 



6 

 
 

 

 

 

 

これに対して，韓国では外国語として韓国語教育の質を高めるために「国語基本法」に基

づいて韓国語教員の国家資格が付与される。外国語としての韓国語教育分野を主専攻とし，

必須履修単位を取得して，学士以上の学位を取得したものは国家資格である韓国語教員 2

級を，副専攻もしくは法令で定めた領域別必須単位が履修できる韓国語教員養成課程を履

修し，「韓国語教育能力検定試験」を受けて合格した者は 3 級を取得できる。更に，3 級取

得後，教育歴や学習歴を積むことによって，2級，1級の国家資格が付与されるなど，指導

の質の向上を支援する法律が整備されている。   

進学

39%

日本語教育

26%

国語教師

4%

公務員

4%

一般企業

15%

その他

12%

図2 博士課程前期卒業生進路 (H18～H22年）

47.5%

40.4%

52.4%

14.4%

14.0%

14.6%

23.7%

28.1%

20.7%

14.4%

17.5%

12.2%

全学生

外国人

日本人

・図３ 博士課程前期・後期生の進路

（H17～H22年）
日本語教育 企業・公務員等 進学 その他・不明



7 

 
 

1.2. 指導力のある教師の海外流出 

 

博士課程前期を終了した日本人日本語教師の大半は海外で就職する。 

博士課程後期を終了した日本人日本語教師の多くは国内で就職する。 

 

 

 

 国内での日本語教育の質の向上が期待できない。 

 長期的なカリキュラムディベロップメントが困難。 

 教員としての技術力を上げることも困難 

 

 

 
 

米国での日本語教育は，日本での日本語教育とは大きく異なる流れを示している。1980 年

代中期の日本語ブーム以降，米国では，日本語の小・中・高の教員資格の取得ができるよ

うになった。このことがきっかけで，日本語は全米に急速に広がり，2000 年までには ACTFL，

National Standards, や各州の日本語教育基準が設立されたほか，特に指導力が優れてい

ると認定されるマスターティーチャー(NCATE)が，日本語でも始まった。これらの活動は教

師の地位を確立させ，日本語教育の普及を促した。その結果，2002 年には日本語は米国で

最も教えられているアジア言語となった。 

4.3%

14.30%

55.8%

95.7%

85.70%

44.2%

外国人

日本人（博士課程後

期）

日本人（博士課程前

期・後期）

大学院卒業後の日本語教育関係職の就職先

（Ｈ１７～Ｈ２２）

国内 海外
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1.3. 課題のまとめと提言 

 

(1) 学部生 

専門性を生かす就職先がなく，また専門性を生かした就職できても日本

語教育の訓練を受けていない日本語教師と区別されない。 

 

⇒国家資格の整備（仮称：専門日本語教師など）が急務。 

日本語学校，小中高の日本語教室，介護現場における外国人材の日本

語教育等に一定割合配置することを法制化へ。 

 

 

(2) 大学院生 

日本語教員の養成は十分になされているのに，国内での雇用がなく高度

な技能を有する人材の海外への流出。 

 

⇒各大学留学生センター・国際センター等に専門の日本語教育の修士課

程・博士課程の学位取得者を一定割合配置することを法制化へ。 
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留学生受け入れの取り組みと課題 

―国際交流センター― 

 

1. 留学生受け入れの取り組み 

1.1. 留学生への日本語教育 

(1) 日本語・日本事情（日本語科目） 

留学生のための日本語正規科目。これには本学で学んでいる国費・私費留学生（研

究生，大学院学生および客員研究員を含む）を支援するために受講を認めている。 

(2) HUSA（短期交換留学プログラム）日本語授業 

単位を互換する海外の協定校から受け入れた短期交換留学生を対象とした日本

語正規科目。毎年約４０名の留学生が受講している。 

(3) 日本語予備教育（日本語研修コース） 

主に広島大学の大学院へ進学する大使館推薦国費留学生（教員研修留学生として

受け入れ予定の者を含む）に対し，大学院レベルでの研究生活に必要な日本語能

力を養成するために行っている６ヶ月の集中日本語教育。定員は前後期とも 30

名。 

(4) 日本語・日本文化研修留学生プログラム 

各国大使館によって国費留学生として選抜・推薦された 12～16 名の日本語・日

本文化を専攻する学部レベルの留学生を対象とする１年間の研修プログラム。 

(5) 日韓理工系学部留学生事業（日本語等予備教育） 

平成１０年に締結された日韓共同宣言に基づき，平成 12 年度後期より開始され

た「日韓共同理工系学部留学生」に対する，理工系学部への入学前の６カ月の予

備教育。定員は５名。 

(6) 日本語特別補講・短期集中日本語補習プログラム 

学期中の通常授業以外に日本語を学びたい学生の要望に応え不定期に開講する

日本語の授業。 

 

1.2. 留学生数の推移 

(1) 私費留学生が増加，特に平成 19 年度から著しく増加傾向にある。 

(2) 博士課程前期に入学する留学生の増加傾向
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留学生数の推移 (H1～H23)  （各年 5 月 1 日現在） 

 

（注１）留学生は，在留資格が「留学」の者 

（注２）外国政府派遣留学生は，マレイシア，インドネシア政府派遣留学生および日韓理工系学部留学生の韓国政

府負担分 

 

在学段階別留学生数の推移 (H1～H23)  （各年 5 月 1 日現在） 
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2. 留学生受け入れの課題 

 研究生，留学生受け入れ基準に日本語能力試験 2級以上あるいは英

語能力を課した結果，留学生の日本語能力レベルの変化 

 かつては，中級学習者が最も多く正規分布をなしていたが，現在は，

日本語能力試験 2級以上の学生か，初級が多い 2モード分布になっ

ている。 

 上級学習者は漢字圏学習者が多く，初級学習者は非漢字圏学習者が

多い。 
 

 

 

 従来の中級を中心とした日本語教育カリキュラムが効果的に機能してい

ない 

 国際交流センターに日本語教育の専門家，カリキュラム開発の専門家が

いないため，新しいカリキュラム開発をすることが困難。 

 非漢字圏・漢字圏学習者の違いに対応できていない。 

 


